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N I P P O N  A C A D E M Y  え プ れ  シ ラ バ ス  
 
 
 
 開  講  講  座 
 

 
      「えプれ」前橋教室 英語＆英会話 
 

 
 科 目  名 
 

 
        小３・４レベル 英会話 
 

 担  当  教  員  
 

KI Y O KO  S TA M P  元  C a r t i e r  チ ー フ  マ ネ ー ジ ャ ー  (予 定 )  
 

 標準対象年次 
 

     原則として小学校３年生から４年生までの児童 
 

 曜日と時間 
 

      金曜日 17： 00～18 0： 0 
 

授業の目的と目標    文科省の新指導要領（小学校・英語）に準拠し、「聞く・話す」を
中心とした楽しく、身につく会話を目指す 

 授業の概要 
 

自己紹介・他己紹介・気分や体調などに関連する言葉を使って表現力
を深める。 

   ４８全 回 
  （予定） 
 
    通年 
 
春期： 
第1回～第12回  
 
夏期： 
第 13回 ～ 第 24回  
 
秋期： 
第 25回 ～ 第 36回  
 
冬期：  
第 37回 ～ 第 48回  
 
 
 
 
 
 
 
 

  第１回     
 

自 己 紹 介  
 

  第２回     
 

好 き な ス ポ ー ツ  
 

  第３回     
 

好 き か ど う か を 答 え よ う  
 

  第４回     
 

紹 介 し よ う ①  
 

  第５回     
 

紹 介 し よ う ②  

  第６回     
 

紹 介 し よ う ③  

  第７回     
 

今 日 の 気 分  

  第８回     
 

お な か が す い た  

  第９回     
 

の ど が か わ い た  

  第10回    
 

時 刻 を 答 え よ う ①  
 

  第11回    
 

時 刻 を 答 え よ う ②  

  第12回    
 

朝 の 行 動  

 授業方法 
 

 会話中心に行う。毎回できるだけ多くの受講生に楽しい発問を行い
、生き生きとした答えを引き出して、さらに発展させる。 

 テキスト 
 

陰山英男『小学生のための英会話②』（Gakken 2015） 
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N I P P O N  A C A D E M Y  え プ れ  シ ラ バ ス  

 
 
 
 開  講  講  座 
 

 
      「えプれ」前橋教室 英語＆英会話 
 

 
 科 目  名 
 

 
        小３・４レベル 英会話 
 

 担  当  教  員  
 

KI Y O KO  S TA M P  元  C a r t i e r  チ ー フ  マ ネ ー ジ ャ ー  (予 定 )  
 

 標準対象年次 
 

     原則として小学校３年生から４年生までの児童 
 

 曜日と時間 
 

      金曜日 17： 00～18 0： 0
 

授業の目的と目標    文科省の新指導要領（小学校・英語）に準拠し、「聞く・話す」を
中心とした楽しく、身につく会話を目指す 

 授業の概要 
 

時刻・電話・曜日などに関連する言葉を使って表現力を深める。 

   ４８全 回 
  （予定） 
 
    通年 
 
春期： 
第1回～第12回  
 
夏期： 
第 13回 ～ 第 24回  
 
秋期： 
第 25回 ～ 第 36回  
 
冬期：  
第 37回 ～ 第 48回  
 
 
 
 
 
 
 

  第13回     
 

午 後 の 行 動  
 

  第14回     
 

夜 の 行 動  
 

  第15回     
 

黒 と 白  
 

  第16回     
 

電 話 に 出 て み よ う  
 

  第17回     
 

電 話 を と り つ ご う  
 

  第18回     
 

電 話 で 話 を し よ う  
 

  第19回     
 

曜 日 を 言 っ て み よ う  
 

  第20回     
 

曜 日 を 言 っ て み よ う  

  第21回     
 

習 い 事 の 予 定  
 

  第22回    
 

時 間 割 を 答 え よ う  
 

  第23回    
 

日 に ち を 答 え よ う  
 

  第24回    
 

誕 生 日  
 

 授業方法 
 

 会話中心に行う。毎回できるだけ多くの受講生に楽しい発問を行い
、生き生きとした答えを引き出して、さらに発展させる。 

 テキスト 
 

陰山英男『小学生のための英会話②』（Gakken 2015） 
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N I P P O N  A C A D E M Y  え プ れ  シ ラ バ ス  

 

 
 開  講  講  座 
 

 
      「えプれ」前橋教室 英語＆英会話 
 

 
 科 目  名 
 

 
        小３・４レベル 英会話 
 

 担  当  教  員  
 

KI Y O KO  S TA M P  元  C a r t i e r  チ ー フ  マ ネ ー ジ ャ ー  (予 定 )  

 標準対象年次 
 

     原則として小学校３年生から４年生までの児童 
 

 曜日と時間 
 

      金曜日 17： 00～18 0： 0 
 

授業の目的と目標    文科省の新指導要領（小学校・英語）に準拠し、「聞く・話す」を
中心とした楽しく、身につく会話を目指す 

 授業の概要 
 

月・食べ物と飲み物の注文・お店でのお願い・試着などに関連する言葉
を使って表現 力を深める。 

   ４８全 回 
  （予定） 
 
    通年 
 
春期： 
第1回～第12回  
 
夏期： 
第 13回 ～ 2 4回  
 
秋期： 
第 25回 ～ 第 36回  
 
冬期：  
第 37回 ～ 第 48回  
 
 
 
 
 
 
 
 

第25回 
 

カ フ ェ で 注 文 し よ う  
 

第26回 
 

ド ー ナ ツ 屋 さ ん  
 

第27回 
 

フ ァ ー ス ト フ ー ド 店  
 

第2 8回 
 

洋 品 店 で 見 せ て も ら お う  
 

第29回 
 

雑 貨 店  
 

第30回 
 

文 ぼ う ぐ 店  
 

第31回 
 

お 昼 ご は ん  

第32回 
 

ぼ う し の 試 着  
 

第33回 
 

く つ の 試 着  
 

第34回 
 

Tシ ャ ツ と コ ー ト の 試 着  

第35回 
 

値 段 を 言 お う ①  
 

第36回 
 

値 段 を 言 お う ②  

 授業方法 
 

 会話中心に行う。毎回できるだけ多くの受講生に楽しい発問を行い
、生き生きとした答えを引き出して、さらに発展させる。 

 テキスト 
 

陰山英男『小学生のための英会話②』（Gakken 2015） 
 

 

 



- 4 -

 

N I P P O N  A C A D E M Y  え プ れ  シ ラ バ ス  

 

 
 開  講  講  座 
 

 
      「えプれ」前橋教室 英語＆英会話 
 

 
 科 目  名 
 

 
        小３・４レベル 英会話 

 担  当  教  員 KIY O KO  S TA M P  元  C a r t i e r  チ ー フ  マ ネ ー ジ ャ ー  (予 定 )  
 

 標準対象年次 
 

     原則として小学校３年生から４年生までの児童 
 

 曜日と時間       金曜日 17： 00～18 0： 0
授業の目的と目標    文科省の新指導要領（小学校・英語）に準拠し、「聞く・話す」を

中心とした楽しく、身につく会話を目指す 
 授業の概要 
 

値段・標識やマーク・道案内などに関連する言葉を使って表現 力を深
める。 

   ４８全 回 
  （予定） 
 
    通年 
 
春期： 
第1回～第12回  
 
夏期： 
第 13回 ～ 2 4回  
 
秋期： 
第 25回 ～ 第 36回  
 
冬期：  
第 37回 ～ 第 48回  
 
 
 
 
 
 
 
 

第37回 
 

ド ル と 円 で 値 段 を 言 お う  
 

第38回 
 

お も ち ゃ の 値 段 を 答 え よ う  
 

第39回 
 

お 店 の 看 板 や マ ー ク  
 

第4 0回 
 

乗 り 物 に 関 す る 標 識 や マ ー ク  
 

第41回 
 

建 物 内 の 標 識 や マ ー ク  
 

第42回 
 

郵 便 局 へ の 行 き 方  
 

第43回 
 

動 物 園 へ の 行 き 方  

第44回 
 

駅 へ の 行 き 方  
 

第45回 
 

南 の 島 へ 行 く よ  
 

第46回 
 

遊 ぶ 準 備 を し よ う  
 

第47回 
 

友 達 が で き た  
 

第48回 街 に 出 て み よ う  
 

 授業方法 
 

 会話中心に行う。毎回できるだけ多くの受講生に楽しい発問を行い
、生き生きとした答えを引き出して、さらに発展させる。 

 テキスト 
 

陰山英男『小学生のための英会話②』（Gakken 2015） 
 

 


